
広報WARABI ● 平成29年８月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ７月１日現在人口：74,174人 前月比   +61人
 　　　　　　　　　   男 37,644人　女 36,530人
　　　　　　　　　 世帯数：37,929
　　　　　　　　　 人口密度：14,515人／km２

2017/平成29年
わらび・798

ずっしり重い大玉スイカ
みごとな出来に大満足！

　中央地区の３公民館が運営している
「ぷちトマトくらぶ」。ボランティアの
皆さんの協力の下、中央７丁目の菜園
で児童35人が自然体験を行っています。
先月中旬には、５月から見守ってきた
大玉スイカを順次収穫。その出来栄え
に子どもたちは大満足のようでした。

～今月の特集～
◦蕨の空襲の記憶
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県
下
で
２
番
目
の
被
害

　

蕨
は
、
戦
争
末
期
の
昭
和

20
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
３
回
に
わ
た
っ
て
空
襲
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
害
の

合
計
は
死
者
50
人
、
家
屋
の

焼
失
や
全
壊
、
半
壊
な
ど
４

０
０
戸
に
及
び
、
県
内
で
は

熊
谷
に
次
い
で
２
番
目
に
大

き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
車
輛
蕨
工
場
を

は
じ
め
と
す
る
軍
需
工
場
が

幾
つ
か
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ

ら
の
工
場
で
働
く
人
た
ち
が

住
む
大
規
模
営
団
住
宅
が
造

ら
れ
た
こ
と
で
住
宅
密
集
地

帯
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
空
襲
の
標
的
と
さ

れ
た
こ
と
が
こ
れ
だ
け
の
被

平和特集①：蕨の空襲の記憶

　

終
戦
か
ら
72
回
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
戦
争
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
月
は
、
昭
和
20
年
に
蕨
を
襲
っ
た
３
度
の
空
襲
に
つ
い
て
当
時

の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
）
か
ら
下し
も

蕨わ
ら
び

、
土つ
ち

橋ば
し

、
御ご

殿て
ん

、
仲な
か

上が
み

町
を
経
て
蕨
第
一

国
民
学
校
（
現
在
の
北
小
学

校
）
ま
で
の
約
１
㌔
㍍
、
幅

２
０
０
～
３
０
０
㍍
の
広
範

囲
が
火
の
海
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
攻
撃
を
想
定
し
、

警
察
や
町
内
会
な
ど
が
延
焼

を
防
ぐ
た
め
の
防
空
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
雨
あ
ら
れ
の
よ
う
に
降

る
焼
夷
弾
に
は
手
の
施
し
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
と
き
の
被
害
は
死
者
12

人
、
家
屋
の
焼
失
は
３
６
２

戸
。
ま
た
、
蕨
第
一
国
民
学

校
も
９
教
室
が
灰
と
化
し
ま

し
た（
３
㌻
図
参
照
）。
こ
の

頃
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
空

襲
警
報
が
出
さ
れ
、
そ
の
度

爆
弾
の
直
撃
を
受
け
た
り
、

防
空
壕ご
う

の
中
で
圧
死
し
た
り

し
た
人
は
36
人
、
家
屋
の
全

壊
は
16
戸
に
上
り
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
に
続
い
て
、
翌

13
日
の
夜
か
ら
14
日
の
朝
に

か
け
て
２
回
目
の
空
襲
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
13
日
の

午
後
８
時
過
ぎ
に
西
か
ら
蕨

に
侵
入
し
た
少
数
編
隊
が
郷ご
う

地
区
（
錦
町
４
丁
目
付
近
）

に
あ
っ
た
羊
毛
工
場
と
民
家

に
焼
夷い

弾
を
落
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
10
機
ほ
ど
の
Ｂ
29

が
深
夜
か
ら
14
日
の
朝
に
か

け
て
爆
弾
と
焼
夷
弾
の
波
状

攻
撃
を
行
っ
た
の
で
す
。
三み
つ

和わ

町
（
南
町
２
・
３
丁
目
付

　

１
回
目
の
空
襲
は
、
４
月

12
日
の
正
午
頃
。
東
京
が
Ｂ

29
と
Ｐ
51
の
１
０
０
機
編
隊

に
襲
わ
れ
、
朝
か
ら
空
襲
警

報
が
鳴
り
響
く
中
、
８
機
が

蕨
の
上
空
を
北
に
向
か
っ
て

飛
ん
で
来
ま
し
た
。
そ
し
て

法ほ
っ

華け

田だ（
錦
町
５
・
６
丁
目
付

近
）か
ら
浦う
ら

和わ

の
辻つ
じ

に
か
け
、

16
個
の
１
㌧
爆
弾
を
投
下
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
爆

弾
が
落
ち
た
瞬
間
、
家
や
地

面
な
ど
が
吹
き
飛
び
、
跡
に

は
直
径
20
～
30
㍍
、深
さ
７
、

８
㍍
も
の
す
り
鉢
状
の
大
き

な
穴
が
開
き
ま
し
た
。
こ
の

害
を
出
し
た
理
由
の
一
つ
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

焼
夷
弾
が
降
り
注
い
だ

　
　
昭
和
20
年
の
蕨
の
ま
ち

◀�昭和２０年４月1２日
の空襲で投下され
た１㌧爆弾の破片

▲�須賀町（中央５・６
丁目、錦町１丁目）
で行われた防空訓
練（昭和15年頃）

爆　

弾　

４
月
12
日

焼
夷
弾　

５
月
25
日

中山道

国
道
17
号

蕨駅
前通
り

戸　田　市

川　口　市至大宮

京
浜
東
北
線

蕨駅

至東京

川　口　市

産
業
道
路

空襲による被災地図
焼夷弾による火災発生地区
爆弾による家屋壊滅地区

日時表示のないところは４月13日～14日の被災地区

N

（昭和20年）

さいたま市

塚越2丁目

塚越3丁目
塚越6丁目

塚越5丁目
塚越
     4丁目

塚越
    1丁目

中央2丁目

中央
　1丁目

中央3丁目
中央
4丁目

中央6丁目

中央7丁目

南町4丁目

南町3丁目

南町1丁目
南町2丁目

北町1丁目

北町4丁目
北町5丁目

北町2丁目

北町3丁目

錦町1丁目

錦町2丁目

錦町4丁目

錦町6丁目

中央
5丁目

※金子𠮷衛著「蕨の空襲と戦時下の記録」から

錦町5丁目

錦町3丁目

塚
越
７
丁
目

３度の空襲により埼玉県内では熊谷に次ぐ大きな被害を受けた蕨のまち

敵
機
８
機
が
蕨
に
来
襲

学
校
も
襲
っ
た
焼
夷
弾
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平
　
和
　
都
　
市
　
宣
　
言

　

昭
和
20
年
８
月
、
広
島
、
長
崎
に
人
類
初
の
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
、
早
く
も
40
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
は
、
恒
久
平

和
を
崇
高
な
理
念
と
し
て
憲
法
に
掲
げ
、
自
由
と
正
義
を

愛
し
、
世
界
平
和
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
る
に
今
、
世
界
の
超
大
国
を
中
心
と
し
た
核
保
有

国
が
競
っ
て
核
軍
備
拡
充
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
脅
威
で
あ
り
、
こ
の
核
軍
拡
競
争
に
対
し
て
、
世
界

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
平
和
希
求
の
叫
び
が
と
み
に
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
で
、
戦
争
は
人
間
が
起
こ

す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の
力
に
よ
っ
て
こ
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、
平
和
で

豊
か
な
社
会
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、

現
代
に
生
き
る
我
々
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
蕨
市
民
は
、
平
和
憲
法
の
精
神
を
守
る
立
場
か

ら
、
非
核
三
原
則
が
厳
守
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
の
核
兵
器
の
速
や
か
な
廃
絶
を
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

蕨
市
は
、
市
民
の
平
和
を
願
う
心
を
結
集
し
、
こ
こ
に

「
平
和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
い
た
し
ま
す
。

昭
和
60
年
９
月
９
日　
　

 

蕨　

市
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蕨第一国民学校乃木像前での集合写真。
後列、中央が日並さん（昭和19年）

日
ひ

並
なみ

 ヨシ子
こ

 さん
錦町３丁目・83歳

山
やま

岡
おか

 貞
てい

次
じ

 さん
中央７丁目・84歳

３
度
目
は
再
び
錦
町
に

悲
劇
繰
り
返
さ
な
い
で

焼
夷
弾
が
防
空
壕
直
撃

　

５
月
に
入
る
と
関
東
各
地

で
、
空
襲
の
ほ
か
Ｐ
51
な
ど

に
よ
る
機
銃
掃
射
も
受
け
る

よ
う
に
。
そ
う
し
た
な
か
蕨

で
は
５
月
25
日
に
３
回
目
の

空
襲
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
10
時
頃
、
西
の
空
か
ら

来
襲
し
、
郷
地
区
の
現
在
の

大
日
本
印
刷
工
場
付
近
の
民

家
３
戸
が
焼
失
。
付
近
の
人

た
ち
の
必
死
の
防
火
に
よ
り
　

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
15

年
続
い
た
悲
惨
な
戦
争
は
終

結
し
ま
し
た
。
空

襲
に
よ
っ
て
蕨
で

罹り

災
し
た
人
や
家

屋
の
割
合
は
、
７

％
に
も
及
び
ま
し

た
。
戦
後
72
年
目

の
今
年
、
か
つ
て

蕨
で
起
き
た
戦
争

に
よ
る
惨
事
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
あ

ら
た
め
て
蕨
市
平

和
都
市
宣
言
（
下

囲
み
）
に
示
し
た

平
和
へ
の
思
い
を

持
ち
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

蕨駅西口駅前広場の蕨市平和都市宣言塔

　

当
時
12
歳
の
私
が
住
ん
で

い
た
御
殿
町（
中
央
４
丁
目
）

の
家
で
は
、
穴
を
掘
る
と
す

ぐ
水
が
出
て
し
ま
う
た
め
防

空
壕
が
造
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

４
月
13
日
の
夜
、
突
然
の
空

襲
警
報
と「
早
く
逃
げ
ろ
」の

警
防
団
の
声
に
、
位
牌
だ
け

を
手
に
し
て
、
慌
て
て
駅
前

　

私
の
家
は
６
代
続
く
機
屋

で
し
た
が
、
戦
争
が
激
し
く

な
る
と
飛
行
機
の
座
席
を
作

る
軍
需
工
場
に
。
標
的
に
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
庭
の

竹
や
ぶ
の
中
に
堀
っ
た
防
空

壕
は
深
さ
１
㍍
、
広
さ
８
畳

ほ
ど
で
上
に
畳
や
鉄
板
、泥
、

ト
タ
ン
を
被
せ
た
頑
丈
な
も

通
り
に
飛
び
出
す
と
、
既
に

中
山
道
の
方
は
炎
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
だ
火
の
手

の
な
か
っ
た
日
本
車
輛
蕨
工

場
を
目
指
し
て
暗
い
田
ん
ぼ

を
進
む
中
、
ず
っ
と
背
中
を

追
い
か
け
て
く
る
「
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
」
と
い
う
焼
夷
弾
の

音
と
周
り
で
逃
げ
惑
う
人
た

ち
の
悲
鳴
や
怒
号
は
今
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
校
舎
も
燃
え
て

し
ま
い
、
こ
の
日
以
降
の
授

業
は
辛
い
畑
仕
事
ば
か
り
で

し
た
。
再
び
戦
争
が
起
き
な

い
よ
う
、
お
互
い
を
尊
重
し

合
う
心
を
養
う
教
育
を
た
い

せ
つ
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

の
で
し
た
。
４
月
13
日
の
空

襲
で
は
焼
夷
弾
を
束
ね
て
い

た
一
抱
え
も
あ
る
重
い
筒
が

防
空
壕
を
直
撃
。
幸
い
無
事

で
し
た
が
、
そ
の
衝
撃
に
生

き
た
心
地
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
ね
。
当
時
は
ど
の
家
も
す

ぐ
避
難
で
き
る
よ
う
に
玄
関

は
開
け
放
し
、
雨
戸
や
障
子

も
外
し
て
い
ま
し
た
。
終
戦

を
知
っ
た
と
き
は
13
歳
な
が

ら
「
こ
れ
で
ゆ
っ
く
り
寝
ら

れ
る
」
と
思
わ
ず
叫
ん
だ
も

の
で
す
。
こ
ん
な
思
い
を
す

る
子
ど
も
が
二
度
と
現
れ
な

い
よ
う
し
っ
か
り
し
た
「
国

の
戸
締
ま
り
」を
願
い
ま
す
。

平
和
の
尊
さ
を
考
え
る

に
下
校
し
て
い
た
た
め
授
業

ら
し
い
授
業
は
あ
ま
り
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

延
焼
は
免
れ
た
も
の
の
２
人

の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
あ
の
空
襲
の
記
憶
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情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）へ
。

〔
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
〕

▼
こ
た
つ　

縦
１
５
０
㌢
×
横
90

㌢
×
高
さ
42
㌢　

中
古　

取
り
に

来
て
く
れ
る
人
≪
羽
鳥
・
緯
444
・

０
４
６
４
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（
英
語
サ

ー
ク
ル
）　
月
３
回
火
曜
日　
午
後

４
時
半　
旭
町
公
民
館　
月
３
０
０

０
円　

小
学
１
・
２
年
生
≪
豊
崎・

緯
090
・４
５
９
８・３
１
７
２
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ

＆
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・

金
曜
日　

午
前
６
時
15
分　

城
址

公
園
≪
平
田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・

６
９
０
７
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東

小
か
塚
越
小　

月
２
５
０
０
円　

年
中
～
小
学
生
≪
元
山
・
緯
090
・
８

４
６
１
・
５
３
１
５
≫

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

土

曜
日　
午
前
11
時
・
午
後
５
時　

中

央
東
小　
月
３
０
０
０
円
≪
長
塚
・

緯
090
・
５
７
５
４
・
８
９
２
５
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜

日
・
祝
日　

北
小　

月
１
５
０
０

～
２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は
年

間
１
０
０
０
円
）
年
中
～
小
学
生 

活
動
時
間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・

４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料 

≪
山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

15
分
か
ら
、
９
日（
水
）は
午

前
11
時
２
分
か
ら
、
15
日

（
火
）は
正
午
か
ら
敬
虔け

ん

な
黙

祷と
う

が
さ
さ
げ
ら
れ
る
よ
う
、

防
災
行
政
無
線
で
呼
び
か
け

を
し
ま
す
。
１
分
間
の
黙
祷

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。
詳
細

＝
庶
務
課（
緯
433・７
７
０
５
）

　

戦
地
へ
向
か
っ
た
人
々
／

９
月
24
日
ま
で　

午
前
９
時

～
午
後
４
時
半　

休
館
日
＝

月
曜
日
、11
日
・
９
月
19
日
・

23
日　

内
容
＝
兵
士
の
出
征

に
関
す
る
資
料
や
軍
用
の
代

用
品
を
中
心
に
約
１
０
０
点

を
展
示　

問
い
合
わ
せ
＝
同

館
（
緯
432
・
２
４
７
７
）

歴
史
民
俗
資
料
館

第
28
回
平
和
祈
念
展

平和特集②：各種催しのご案内

　ここ４㌻では、公民館や歴史民俗資料館な
どで開催される平和事業について紹介します。
展示や戦争体験者によるお話などを通して、
戦争の悲惨さや平和の尊さについてあらため
て考えてみませんか。ぜひ、ご参加ください。

ご参加ください
　平和を願う催し

●
北
町
公
民
館（
緯
432
・
２
２

２
５
）　

千
羽
鶴
を
折
ろ
う

／
６
日
ま
で　

折
り
紙
の
日

／
２
日（
水
）　

千
羽
鶴
の
展

示
／
10
日
～
30
日　

平
和
の

お
は
な
し
会
「
紙
芝
居
と
さ

つ
ま
い
も
ご
飯
の
試
食
会
」

／
10
日（
木
）　

午
前
10
時
半

●
図
書
館
（
緯
444
・
４
１
１

０
）　
展
示
「
戦
争
の
記
録　

埼
玉
の
被
害
」
／
31
日
ま
で

　

広ひ
ろ

島し
ま

市
で
６
日
、
長な

が

崎さ
き

市

で
９
日
に
原
爆
死
没
者
の
追

悼
と
平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め

た
式
典
が
開
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
15
日
の
終
戦
記
念
日
に

は
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
開
か
れ
ま
す
。

蕨
市
も
平
和
宣
言
都
市
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
式
典
に
合
わ

せ
、
６
日（
日
）は
午
前
８
時

●
東
公
民
館（
緯
442
・
４
０
５

２
）　

パ
ネ
ル
展
「
平
和
を

願
う
」
／
４
日
ま
で　

平
和

で
豊
か
な
社
会
を
願
う
蕨
市

民
の
つ
ど
い
／
５
日（
土
）　

午
前
９
時　

市
民
公
園　

平

和
之
母
子
像
清
掃
活
動

●
西
公
民
館
（
緯
442
・
４
０

５
４
）　
パ
ネ
ル
展
「
戦
時
下

の
蕨
」
／
２
日
～
９
日　

紙

芝
居
と
す
い
と
ん
の
試
食
会

／
２
日（
水
）　

午
前
10
時

●
南
公
民
館
（
緯
442
・
４
０

５
５
）　
パ
ネ
ル
展
「
戦
時
下

の
子
ど
も
た
ち
と
暮
ら
し
」

／
４
日
ま
で

●
旭
町
公
民
館
（
緯
432
・
４

０
５
３
）　

原
爆
パ
ネ
ル
展

／
４
日
ま
で　

平
和
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
／
４
日（
金
）　

午

前
10
時　

先
着
１
０
０
人　

申
し
込
み
＝
同
館

●
下
蕨
公
民
館
（
緯
441
・
１

５
６
０
）　

平
和
の
絵
作
品

展
示
／
10
日
～
31
日

●
福
祉・児
童
セ
ン
タ
ー（
緯

431
・
７
３
０
０
）　

戦
争
を

語
る
／
16
日（
水
）　

午
後
２

時　

語
り
手
＝
服は

っ
と
り部
道み

ち

子こ

さ

ん　

対
象
＝
小
学
生
以
上　

持
ち
物
＝
水
筒

公
民
館
な
ど
の
催
し

昭和63年に建立された平和之母子像（市民公園）

兵
士
の
出
征
や
軍
隊
で
の
生
活
を
紹
介

平
和
祈
念
の
黙
祷

平和を祈念し鶴を折る子どもたち
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夏の訪れを感じる催し
　

７
月
８
日
と
９
日
、
塚
越

商
店
会
主
催
の
「
第
43
回
あ

さ
が
お
＆
ほ
お
ず
き
市
」
が

蕨
駅
東
口
の
東
口
一
番
街
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夏
の
風

物
詩
の
色
鮮
や
か
な
ア
サ
ガ

オ
や
ホ
オ
ズ
キ
が
販
売
さ
れ

た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や

ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
、
延
べ
１
万
２
０
０
０
人

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

鉄道のお祭りが盛大に

新議長に池上氏を選出

　

７
月
８
日
と
９
日
の
２
日

間
、く
る
る
を
主
会
場
に「
わ

ら
て
つ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
協
働
提
案
事
業

と
し
て
開
か
れ
た
こ
の
催
し
。

訪
れ
た
９
０
０
０
人
は
ミ
ニ

新
幹
線「
Ｅ
６
系
」試
乗
会
や

列
車
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
展
示
、

Ｎ
ゲ
ー
ジ
展
示
運
転
会
な
ど

を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の

交
流
も
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
蕨
市
議
会
臨

時
会
は
議
長
に
池
上
智
康
氏
、

副
議
長
に
前
川
や
す
え
氏
を

選
出
。
池
上
氏
は
平
成
19
年

初
当
選
。３
期
目
。新
生
会
。

２
度
目
の
市
議
会
議
長
。
北

町
３
丁
目
。
61
歳
。
前
川
氏

は
平
成
23
年
初
当
選
。
２
期

目
。新
生
会
。教
育
ま
ち
づ
く

り
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
。中
央
１
丁
目
。52
歳
。

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

◆

地域を支える担い手に
　

元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
が
地

域
で
活
躍
す
る
き
っ
か
け
づ

く
り
に
と
、７
月
22
日
、市
民

体
育
館
で「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
見
本
市
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
市
内
44
団
体
の

活
動
紹
介
の
ほ
か
、
歌
手
の

あ
べ
静し

ず

江え

さ
ん
の
講
演
も
実

施
。
訪
れ
た
５
０
０
人
に
と

っ
て
地
域
デ
ビ
ュ
ー
に
つ
い

て
考
え
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　
蕨
駅
東
口
駅
ラ
・
セ

ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０
円
≪
浦

島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　
土
曜
日　
午

後
１
時　
北
町
公
民
館　
年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

▼
チ
ア
ダ
ン
ス　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ 

月
曜
日
＝
午
後
５
時　

北
小
ま
た

は
市
民
体
育
館
　
水
曜
日
＝
午
後

４
時
50
分　

下
蕨
公
民
館　

年
中

～
小
学
生
≪
安
西
・
緯
080
・
６
７

５
７
・
６
０
１
９
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
子
育
て
サ
ロ
ン
ち
き
ん
え
っ
ぐ

20
日　
午
前
10
時　
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン

ズ
蕨
北
町
ル
ー
ム　
親
子（
１
歳
～

５
歳
）≪
神
永・
緯
430・７
８
３
６
≫

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　
10
月
12
日
開
講　
第
２
・
４
木

曜
日　

午
後
１
時
半　

中
央
東
小

隣
・
旧
加
藤
文
具
店　

月
２
５
０

０
円
≪
星
野
・
緯
444
・
４
８
３
６
≫

▼
セ
ピ
ア
火
曜
会
パ
ー
テ
ィ
ー　

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
＝
８
日　

６

０
０
円　

セ
ピ
ア
３
周
年
パ
ー
テ

ィ
ー
＝
26
日　

い
ず
れ
も
午
後
１

時
15
分　
９
９
９
円　
練
習
会
＝
28

日　
午
前
９
時
半　
４
９
９
円 

く

る
る
≪
坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼
Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

３
日
・
23
日
・
30
日　

午
後
１
時　

く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯

080
・
５
１
８
３
・
８
３
４
２
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会
（
酒
害
相
談
）　

11

日
＝
南
公
民
館　

17
日
＝
旭
町
公

民
館　

午
後
７
時　

語
り
合
い
の

場
≪
高
橋
・
緯
090
・
２
３
０
２
・

８
５
１
０
≫

選手として、
47歳となった
現在も第一線
で活躍をして
いる折茂選手

バスケ界のレ
ジェンドが放
った華麗なシ
ュートに見入
る子どもたち

　講演では、折茂選手の「イメー
ジする」、「集中する」という言葉
が胸に響きました。また、教室
での指導はとても分かりやすく、
教わった基本姿勢や足の運びを
今後のプレーに生かしたいです。

胸に響いた
熱い言葉と指導

感想を聞きました

　７月９日、プロバスケットボール
チーム・レバンガ北海道の折

おり

茂
も

武
たけ

彦
ひこ

選手による講演会とバスケットボー
ル教室を市民体育館で開催しました。
同館のリニューアルを祝い、開いた
この催し。折茂選手が小・中学生204
人に、バスケと向き合う心構えなど
を熱弁したほか、２時間にわたる技
術指導やゲームを行い、子どもたち
にとって心に残る一日となりました。

バスケ界のレジェンド
折茂選手の講演会・教室を開催
～市民体育館リニューアルイベント～

前
まえ
川
かわ
やすえ副議長 池

いけ
上
がみ
智
とも
康
やす
議長

原付バイクの蕨市オリジナルナンバープレート決定！
　

原
付
バ
イ
ク
用
の
ご

当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
が
市
民
投
票
の
結
果
、

右
の
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
。

交
付
は
12
月
１
日
か
ら
。

申
し
込
み
方
法
は
決
定

し
だ
い
、
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

ま
す
。
詳
細
＝
税
務
課

（
☎
433
・
７
７
４
９
） ワラビー＆エンジェルわらぶー

柏
かしわ

木
ぎ

　陸
りく

さん
東中学校２年生
　バスケットボール部
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■住民票等の交付に係る本人通知制度／本人以外に交付したとき事前登録者に通知　詳細＝市民課（緯433・7751）

わ
ら
び
り
ん
ご
サ
イ
ダ
ー 

＆

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ

　
蕨
の
夏
を
彩
る
わ
ら
び
機
ま
つ
り
。
こ
こ

６
㌻
で
は
、
今
年
の
お
祭
り
で
販
売
す
る
、

わ
ら
び
り
ん
ご
サ
イ
ダ
ー
と
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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サイダーに使用するのは、
６月中旬から下旬にかけて
地域の皆さんなどが収穫し
た、約260㌕のわらびりんご

日本一早く実がなる「わらびりんご」の酸味が爽やか

市内で収穫したリンゴをサイダーに

わらびりんごサイダー

価格　200円（300ml）

販売
　５日（土）　 午前10時半　ぶぎん通り 

限定1,000本
　６日（日）　 午後２時　織姫広場　限定500本 

※販売はいずれも一人２本まで

問い合わせ＝商工生活室（緯433・7750）

今年も機まつりのほかに下記の催しでも販売します。
催し とき・ところ 販売本数

わらび農産物
直売所

９月２日（土）　午前９時
JAさいたま蕨支店

200本
一人１本

園芸祭 10月20日（金）・21日（土）
午前９時　和楽備神社

240本
一人１本

宿場まつり 11月３日（金・祝）
会場内　※蕨ブランドブースで販売

100本
一人１本

園芸品評会 11月25日（土）　午前10時
北町公民館

70本
一人１本

ほかにも…

蕨の人気者＆高見沢俊彦さんデザインのキャラクター

ワラビー＆わらぶーがかわいいグッズに

マスコットキャラクターグッズ

①ワラビーぬいぐるみ
　価格　500円　限定600個

②THE ALFEEの高見沢俊彦さんデザイン　　　
　エンジェルわらぶーぬいぐるみ
　 価格　500円　限定800個 

※販売は一人３個まで

③ワラビーファンシーセット
　（レターセット、メモ帳などの詰め合わせ）

　 価格　1,000円　限定250セット 

販売
　６日（日）　 午後２時～４時　桜橋通り 

売り切れしだい終了
※ ②エンジェルわらぶーぬいぐるみは来場者多数の場合、販売前に

引換券を配布。なお、引換券取得後も販売まで整列いただきます

問い合わせ＝政策企画室（緯433・7698）

サイズ＝約17㌢
※ボールチェーン付き

サイズ＝約12㌢
※ボールチェーン付き

①

②

③

販売場所は
左図を参照

★…�わらびりんごサ
イダー販売

　
♥…�マスコットキャ

ラクターグッズ
販売

ところ

Ｊ
Ｒ
蕨
駅

マルエツ

市役所通り市役所

蕨商工会館

和楽備神社

蕨市民会館 旧NTT
埼玉りそな銀行

西口駅前通り

西友

蕨陸橋西交差点

桜
橋
通り

ぶぎん通り

西口

石
勘
石
材
店

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

み
ゆ
き
通
り 京

浜
東
北
線

▲
大
宮

東
京
▼

戸
田
市
▼

旧
中
山
道

市役所通り市役所

蕨商工会館

和楽備神社

蕨市民会館

▲
さ
い
た
ま
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

★

♥

★

マスコット
キャラクター
グッズ販売

わらびりんご
サイダー販売

織姫広場
わらびりんご
サイダー販売

機まつりで
販売！
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千
かず

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

彰
しょう

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

山
やま

本
もと

　文
ぶん

司
じ

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・二男　 　
　　錦町５丁目

杷
は

那
な

ちゃん
（１歳７か月）

五
い が ら し

十嵐　　彰
あきら

さん　
暢
のぶ

子
こ

さんの
長女　　　　

　　塚越３丁目

『キラリ！！みんなの力』は、わらびネットワークステーション（緯445・７２5６）の市民活動登録団体を紹介しています

　
「
絵
本
が
大
好
き
な
杷
那
。

『
ど
う
ぞ
』
と
言
っ
て
本
を

渡
し
て
く
る
の
は
『
読
ん
で

ね
』
と
い
う
合
図
で
す
。
私

や
夫
の
膝
の
上
に
ち
ょ
こ
ん

と
座
る
と
、
物
語
に
夢
中
に

な
っ
て
離
れ
ま
せ
ん
。
最
近

で
は
、
顔
を
『
ぽ
ん
ぽ
ん
』

と
た
た
い
て
お
化
粧
の
真
似

を
し
た
り
、
鏡
の
前
で
く
る

り
と
回
っ
て
ポ
ー
ズ
を
決
め

た
り
と
女
の
子
ら
し
い
一
面

も
見
せ
る
よ
う
に
。
そ
う
し

た
か
わ
い
ら
し
い
姿
に
思
わ

ず
頰
が
緩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
、
す
な

お
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
、母
親
の
暢
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－544－

～ NPO法人 障害者を支援する会 
　　　　　　　　　　すまいる ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

田
た

邉
なべ

 靖
せい

爾
じ

 代表理事

害
者
を
支
援
す
る
会

す
ま
い
る（
正
会
員
・

賛
助
会
員
75
人
）は
、地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
パ
ン
工

房
い
ち
ょ
う
の
運
営
団
体
で

す
。
パ
ン
の
製
造
・
販
売
を

通
し
て
、
障
害
者
が
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
と

平
成
15
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
い
ち
ょ
う
で
は
週

５
日
、
20
代
か
ら
60
代
ま
で

の
障
害
者
10
人
が
ス
タ
ッ
フ

７
人
と
パ
ン
作
り
に
精
を
出

し
、
生
地
の
分
割
や
成
形
、

盛
り
付
け
の
ほ
か
、
洗
い
物

な
ど
個
性
に
合
っ
た
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。安
全
安
心
、

安
価
な
商
品
の
提
供
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
材
料
に
こ
だ
わ
っ

た
総
菜
パ
ン
や
菓
子
パ
ン
な

ど
一
日
約
１
５
０
個
、
30
種

類
以
上
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

優
し
く
素
朴
な
味
わ
い
は
好

評
で
、
毎
日
足
を
運
ん
で
く

れ
る
人
も
い
る
ん
で
す
よ
。

な
に
よ
り
皆
さ
ん
の
「
お
い

し
か
っ
た
」
の
一
言
が
励
み

に
な
り
ま
す
ね
。
ま
た
、
定

期
的
に
市
内
外
で
出
張
販
売

を
し
て
い
る
ほ
か
、
今
月
は

機
ま
つ
り
に
も
出
店
す
る
の

で
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

こ
う
し
た
障
害
者
の
社
会

的
自
立
に
向
け
た
活
動
に
ご

賛
同
い
た
だ
け
る
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
田
邉（
緯
441
・５
４
０

０
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

障

｢ご来店お待ちしています｣と皆さん。店舗＝中央４

︱

21

︱

３（駅前通り）開店＝平日の午前10時～午後３時

出張販売では行列も（７月21日・
市役所）

　

蕨
市
で
は
、
町
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
全
て
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
な
ど
、
防
犯
対
策
に
力
を

入
れ
、市
内
の
犯
罪
件
数
は
、

ピ
ー
ク
時
の
平
成
15
年
３
０

４
６
件
か
ら
、
昨
年
は
９
８

６
件
と
、
３
分
の
１
以
下
に

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
更
な
る
防
犯

対
策
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
３

期
目
の
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

街
な
か
防
犯
カ
メ
ラ
事
業
を

進
め
ま
す
。
市
内
に
は
、
商

店
街
と
の
連
携
に
よ
り
、
既

に
60
基
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
道
路
を
中
心

に
、
市
内
全
域
で
１
４
０
基

設
置
す
る
計
画
で
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
に
は
大
き
な

犯
罪
抑
止
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ

の
配
慮
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
設
置
場
所
に
つ
い

て
は
、
町
会
に
お
い
て
近
隣

住
民
の
合
意
を
得
て
、
市
に

申
請
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
撮
影
さ
れ
た
映
像
デ
ー

タ
は
、
10
日
間
程
度
で
上
書

き
さ
れ
て
消
去
さ
れ
る
ほ
か
、

事
件
等
の
捜
査
で
必
要
と
な

る
以
外
は
、
閲
覧
で
き
な
い

な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十

分
配
慮
し
た
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、
運
用
は
、
10
月
か

ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

更なる防犯対策に向けて
　街なか防犯カメラを整備

100

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は３日です。ただし、９
月は14日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。
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ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
魅

力
は
型
に
縛
ら
れ
ず
、
自

由
な
振
り
付
け
で
踊
れ
る
こ
と
で

す
ね
」と
、優
し
い
笑
顔
で
話
す
の

は
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

菊
地
紘
子
さ
ん（
34
歳
・
南
町
４
丁

目
）。
ダ
ン
ス
歴
は
23
年
、18
歳
の

頃
に
は
同
年
代
で
競
う
全
国
大
会

で
、
仲
間
と
と
も
に
準
優
勝
に
輝

い
た
ほ
ど
の
実
力
の
持
ち
主
で
す
。

　

現
在
は
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て

働
く
傍
ら
、
市
内
の
公
民
館
や
児

童
館
な
ど
の
ほ
か
、
市
外
で
も
定

期
的
に
教
室
を
開
き
、
子
ど
も
た

ち
に
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
伝
え
て
い

る
菊
地
さ
ん
。
指
導
者
の
道
を
志

し
た
の
は
21
歳
の
と
き
で
し
た
。

知
人
の
依
頼
で
、
初
め
て
講
師
と

し
て
臨
ん
だ
レ
ッ
ス
ン
の
参
加
者

は
、
活
発
な
子
か
ら
控
え
め
な
子

広
報
蕨
　
七
九
八
号
　
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
ダンスインストラクター　　

菊
きく

地
ち

 紘
ひろ

子
こ

 さん

「

ヒ

ダンスで子どもたちに笑顔を

ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
で
も
、
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
と
み
ん

な
笑
顔
に
な
り
、
レ
ッ
ス
ン
は
大

成
功
で
し
た
。
更
に
は
い
ち
ば
ん

恥
ず
か
し
が
り
屋
さ
ん
だ
っ
た
子

の
母
親
か
ら
、「
娘
が
明
る
く
、
積

極
的
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い

っ
た
、
う
れ
し
い
報
告
も
。
体
で

思
い
を
表
現
す
る
こ
と
で
心
を
解

き
放
て
る
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
あ
ら

た
め
て
実
感
し
た
菊
地
さ
ん
は
、

も
っ
と
子
ど
も
た
ち
が
ダ
ン
ス
に

触
れ
る
機
会
を
と
、
こ
れ
ま
で
十

数
年
に
わ
た
り
、
７
０
０
人
以
上

を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
菊
地
さ
ん
が
レ
ッ
ス
ン

で
心
が
け
て
い
る
の
は
、「
踊
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
」。親
し
み

や
す
い
選
曲
や
踊
り
や
す
い
振
り

付
け
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ン
プ
や
タ
ー

ン
を
多
用
し
た
練
習
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
人
ひ
と
り
の
長
所
を
引
き
立
て

ら
れ
る
よ
う
、
細
や
か
な
声
か
け

も
欠
か
し
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
和

や
か
な
雰
囲
気
の
教
室
は
評
判
を

呼
び
、
６
月
に
東
公
民
館
で
行
っ

た
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

今
後
も「
レ
ッ
ス
ン
を
通
じ
て
、

仲
間
づ
く
り
や
新
た
な
自
分
を
発

見
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」と
、ほ
ほ
え
む
菊
地
さ
ん
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
軽
快
な
掛
け
声

と
笑
顔
で
、
こ
れ
か
ら
も
ダ
ン
ス

の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

「ダンスの楽しさを伝えたいです」と、菊地さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　

三
日
月
の
夜
、鼠ね

ず
み

を
ぶ
ら
下
げ
る
猫
。こ
の

作
品
は
版
画（
多
色
刷
木
版
画
＝
錦
絵
）で
す
。

暁
斎
は
数
多
く
の
生
物
を
飼
っ
て
お
り
、
中

に
は
猫
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
猫
の
寝
姿
や

鳥
を
見
つ
け
て
振
り
向
く
姿
、
獲
物
に
飛
び

か
か
る
姿
な
ど
数
多
く
の
写
生
を
残
し
て
い

ま
す
。
こ
の
版
画
も
、あ
る
夜
、暁
斎
が
遭
遇

し
た
猫
と
鼠
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ

と
も
暁
斎
の
空
想
か
。後
ろ
姿
だ
け
の
た
め
、

猫
の
表
情
は
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
が
こ
の
版
画
の
お
も
し
ろ
さ
で
も
あ
り

ま
す
。三
日
月
に
か
か
る
墨
の
ぼ
か
し
や
、バ

レ
ン
で
摺す

っ
た
背
景
の
ム
ラ
も
絶
妙
で
飄ひ

ょ
う

々ひ
ょ
う

と
し
た
そ
こ
は
か
と
な
い
ユ
ー
モ
ア
が
漂
う
、

味
わ
い
深
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時　休館＝木曜日
毎月26日～末日　ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般540円　中学生～大学生430円
小学生以下210円　詳細＝同館（☎441・9780）

（20人以上の団体は要予約）

河鍋暁斎記念美術館
「写生とユーモア　動物さまざま」展

同時開催「第31回かえる展」
期間＝８月25日(金)まで

暁斎筆｢猫と鼠」沢村板　大判錦絵

本
作
品
は
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
─No.15 ─


